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はじめに 
 留学が始まってから 1 ヶ⽉が経ちました。この期間、様々なことを経験しました。 
 
⽣活について 

 ⽇本の 10 ⽉は、だんだんと寒くなってくる季節で、それに伴って
⾍の不活発になっていきますが、フランスだと、どうやらそうでは
ないようです。そう思ったのは、蚊を発⾒したからです。フランスの
蚊は寒さに強いのか、それともフランスはまだまだ「暖かい」季節だ
からなのかわかりませんが、いずれにしても⽇本では考えられない
ようなことが、フランスでは当たり前ということを知る度に、いつ
も驚かされています。 

 
旅⾏について - リヨン編 
 10 ⽉ 30 ⽇⼟曜⽇に、学校が主催の遠⾜でリヨンに⾏ってきました。リヨンはフランスの
中で、3 番⽬に⼤きい都市で、私が留学しているディジョンから、バスで 3 時間ほどの位置
にあります。 
 リヨンでは、フルヴィエール⼤聖堂に⾏きました。この⼤聖
堂は、丘の上に⽴っており、リヨンの街中から、その存在を感
じることができます。フルヴィエール⼤聖堂の歴史は、14 世
紀の時代から始まります。当時のヨーロッパでは、ペストとい
う感染病が流⾏していました。そして、1643 年にその流⾏は
リヨンにもやってきました。⼈々は、現在、⼤聖堂がある場所
に、聖⺟マリアを捧げ、祈りを⾏いました。その結果、ペスト
の流⾏は収まって⾏き、そのことに感謝したリヨンの⼈々は、
1643 年に⼩さな教会を建てました。 

 また、1870 年には普仏戦争で、プロイセン軍がリヨンに攻
めてきた時に、リヨンの⼈々は、再び聖⺟マリアに祈りを捧げ
ました。その結果、プロイセン軍が攻めてくることはありませ
んでした。そのことに感謝したギヌリヤク⼤司教は、1872 年
から建設を始め、1896 年に、現在のフルヴィエール⼤聖堂を
完成させました。 
 現在も感染症の流⾏が起こっていますが、ここでは聖⺟マリ

ア様が守ってくれている、そんな気持ちになりました。 その奥に⾒える⼤聖堂 

フルヴィエール⼤聖堂 

ルイ 14 世の騎⾺像と、 

突然現れた蚊 



 
今⽉の失敗 - 病気編 
 10 ⽉ 7 ⽇⾦曜⽇の夜、喉に違和感を感じました。疲れているのかと思い、その⽇は早め
に寝ましたが、翌⽇、熱が出てしまいました。週末は、⽇本から持ってきた解熱剤を飲みな
がら、ずっとベッドの上で過ごしました。10 ⽉ 10 ⽇⽉曜⽇、熱はひいていましたが、喉の
痛みは悪化していました。そのため学校はお休みして、その⽇も⼀⽇中安静にしていました。
11 ⽇⽕曜⽇、⼀向に治らない喉の痛みに痺れを切らし、病院に⾏ってみることにしました。
⼤学で加⼊していた保険会社（Emergency Assistance Japan）のサポートを受け、円滑に病
院で診察することができました。 
 ずっと⾵邪だと思い込んでいたためにショックは⼤きいものでし
た。どうやら医者によると、私はコロナウィルスに感染しているとの
ことでした。⽇本ですら、コロナウィルスに感染したら、億劫になり
そうな⼿続きがあるというのに、ましてやフランスで感染するなん
て、という気持ちでした。私は、この経験から⽇本に留学している外
国⼈留学⽣や⽇本に在住する外国⼈の気持ちを、⾝をもって理解す
ることができたように思いました。 
 コロナウィルスに感染してしまった私は、医者から処⽅された薬の服⽤と、7 ⽇間の隔離
を経て、復帰することができました。サポートいただいた⽅々に感謝の念を抱きながらも、
やはり反省も必要でした。フランスでは多くの⼈がマスクをしていません。しかしながら、
⾃らできた感染対策、⼿洗いやうがいを怠っていたように思います。今後、病気にかからな
いよう、⾃らできる感染対策や体調⾯を気にしようと⼼がけるきっかけとなりました。 
 
おわりに 
 留学開始から 1 ヶ⽉が経過し、フランスの⽂化や⽣活に慣れてきました。留学開始当
初は、有りとあらゆることに対して、恐怖⼼を持ち、部屋に篭りがちになっていました
が、今では、⾃分から積極的にそれらを経験するようになりました。この調⼦で、留学
を楽しみたいと思います。 
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